
　１月４日（金）～３月25日（月）まで、原村八ヶ
岳自然文化園にて開催しています。プラネタリウ
ムによるオーロラ番組の上映他行われます。
　また、２月24日（日）には「オーロラ原村マー
ケット　八ヶ岳周辺の美味しい物大集合」が開催
されます。皆様のお越しをお待ちしています。

　オーロラ伝説 IN 
　　　　　八ヶ岳自然文化園

2013.1
VOL.352

新年のごあいさつ
企業支援体制の変革
県女性連レディースフォーラム2012開催
中小企業の新たな事業活動

　池田町商工会　赤田工業㈱

商工会はいま−Vol.90　飯綱町商工会

経営ワンポイントアドバイス
　環境視点からの経営改善手法

法律ワンポイントアドバイス
　債権の管理について

この人に注目−Vol.94　戸倉上山田商工会

伝言板、全国物産展
ふるさと紹介−Vol.4　真田町商工会

業務災害保険（案内）、信州匠選
長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
http://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp



商工連ながのH25.1月号● 2

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
県
下
商

工
会
及
び
商
工
会
連
合
会
の
各
種
事
業
推
進
に
格
段
の
ご
支

援
・
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
完
全

復
興
は
未
だ
出
口
が
見
え
ず
、
歴
史
的
な
円
高
や
欧
州
政
府

の
金
融
債
務
不
安
・
消
費
低
迷
・
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
よ
る

中
国
と
の
軋
轢
等
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
立
ち
直
り
の
出
口

が
見
え
な
い
状
況
で
し
た
。　

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
若

者
の
都
市
部
へ
の
流
失
に
よ
る
過
疎
化
等
も
含
め
、
商
工
会

地
域
で
は
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
小
規
模
事
業
者
を
取
巻

く
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い
年
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
３
月
末
の
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
切
れ
、

平
成
26
年
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
よ
り
、
今
後
も
一
層
厳
し

い
経
営
環
境
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て

商
工
会
が
地
域
産
業
の
活
性
化
及
び
地
域
振
興
に
果
た
す
べ

き
役
割
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
施
行
さ
れ
た
中
小
企
業
経
営
力
強
化
支

援
法
に
基
づ
き
商
工
会
・
商
工
連
は
支
援
機
関
と
し
て
の
認

定
を
申
請
す
る
と
と
も
に
、
中
小
・
小
規
模
企
業
を
取
巻
く

高
度
、
複
雑
化
し
た
経
営
課
題
に
対
し
て
的
確
な
支
援
機
能

の
発
揮
及
び
、
地
域
全
体
の
課
題
解
決
等
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
商
工
会
・
商
工
連
の
あ
る
べ
き
姿
を
構
築
し
た
「
商
工

会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
か
ら

は
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
商
工
会
と
の
協
働
体

制
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業

活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。　

　

ま
た
、
産
業
振
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続
に
よ
り
、

地
域
産
業
活
性
化
の
支
援
に
よ
る
地
域
全
体
の
振
興
に
も
寄

与
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
ら
に
、
引
き
続
き
長
野
県
商
工
会
観
光
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
を
展
開
し
、
県
下
19
エ
リ
ア
に
お
け
る
広
域
観
光
ル
ー

ト
と
し
て
観
光
地
・
地
域
名
物
を
掲
載
し
た
「
お
出
か
け
食

べ
ル
ー
ト
」
を
Ｔ
Ｖ
活
用
に
よ
り
、
県
内
外
へ
観
光
客
誘
致

の
た
め
の
情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域

の
中
小
企
業
が
持
つ
技
術
力
や
開
発
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は

も
と
よ
り
、
長
野
県
農
業
経
営
者
協
会
と
の
連
携
等
も
含
め
、

産
業
間
の
垣
根
を
越
え
た
新
連
携
や
６
次
産
業
等
の
地
域
特

性
を
活
か
し
た
産
業
育
成
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
視
野
に
入

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
組
織
と

し
て
、
本
年
も
商
工
会
活
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

長
野
県
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
矢
﨑
　
昭
和

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
内
経
済
は
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
な
ど
に
よ
り
、
製
造

業
を
中
心
に
弱
め
の
動
き
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
面
で
も
、

持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
旧
年

中
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
下
支
え
を
図
る
た
め
、
県
と
し
て
、

で
き
る
限
り
の
経
済
対
策
を
切
れ
目
な
く
講
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

本
年
も
、
経
済
雇
用
情
勢
を
注
視
し
、
機
動
的
な
対
応
に

努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
通
し
て
国
際
市
場
で
も
競
争

力
を
発
揮
で
き
る
次
世
代
産
業
の
創
出
や
海
外
市
場
で
の
販

路
拡
大
、
外
国
人
観
光
客
や
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育
旅

新
春
を
迎
え
て

長
野
県
知
事
　
阿
部
　
守
一
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行
の
誘
致
、「
お
い
し
い
信
州
ふ
ー
ど
（
風
土
）」
等
の
取
組

み
を
強
力
に
進
め
、
県
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
本
年
を
長
野
県
の
ブ
ラ
ン

ド
元
年
と
し
、
県
内
外
の
多
く
の
皆
様
か
ら
共
感
・
共
鳴
を

い
た
だ
け
る
「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を
策
定
し
、
信
州
の

持
つ
価
値
の
向
上
と
積
極
的
な
情
報
発
信
の
取
組
を
ス
タ
ー

ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
負
託
を
い
た
だ
き
知
事
に
就
任
し
、
早
く

も
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
し
い
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
の
延
長
線
上
を
漫
然
と
歩
む
の

で
は
な
く
、
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
、
勇
気
を
持
っ
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
」
を
基
本
目
標

と
す
る
新
た
な
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
広
く
県
民
の

皆
様
の
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
民
の
皆
様

の
参
加
と
協
働
に
よ
り
地
域
社
会
全
体
に
プ
ラ
ス
の
循
環
を

生
み
出
し
、
元
気
な
長
野
県
を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
25
年

の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

  

さ
て
、
我
が
国
経
済
全
般
を
見
る
と
、
長
引
く
デ
フ
レ
や

円
高
、
先
行
き
が
極
め
て
不
透
明
な
世
界
景
気
の
影
響
を
受

け
、
景
気
が
減
速
感
を
強
め
る
な
か
、
特
に
、
地
方
の
中
小・

小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
大
手
製
造
業
の
工
場
閉
鎖
や
生

産
拠
点
の
海
外
移
転
に
よ
る
産
業
空
洞
化
の
進
展
、
中
小
企

業
金
融
円
滑
化
法
終
了
の
影
響
に
よ
る
資
金
繰
り
の
悪
化
懸

念
な
ど
に
よ
り
、
先
の
見
え
な
い
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

  

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
52
回
商
工
会

全
国
大
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
継
続
的
な
支

援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ず
は
、
本
格
的
な
景
気
回
復
を

第
一
に
、
疲
弊
を
極
め
る
地
方
や
、
地
域
を
支
え
て
い
る
小

規
模
企
業
に
活
力
を
与
え
、
ま
た
、
全
国
隅
々
ま
で
波
及
効

果
の
行
き
わ
た
る
、
大
型
の
景
気
対
策
を
断
行
す
る
よ
う
政

府
に
強
く
要
望
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
々
商
工
会
が
、
地
域
の
再
生
に
あ
た
り
、
今

後
も
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
自
ら
が
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
、
今
こ
そ
、

強
く
決
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
我
々
商
工
会
は
「
行
き
ま
す 
聞
き
ま
す 

提
案
し

ま
す
」
の
合
言
葉
の
も
と
、
小
規
模
企
業
に
対
す
る
巡
回
訪

問
の
徹
底
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
役
割
の
強
化
に
、

全
組
織
を
挙
げ
て
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
新
た
な
事
業
展
開
や
販
路
の
新
規
開
拓
、

あ
る
い
は
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が
る
「
提
案
力
」
に

一
層
磨
き
を
か
け
、
地
域
や
小
規
模
企
業
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
我
々
も
常
に
前
進
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

  

昨
年
の
全
国
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
小
規
模
企
業
が
主

役
の
日
本
へ
」
で
し
た
。

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に
は「
地
域
の
主
役
」

で
あ
る
我
々
商
工
会
が
、
支
援
機
能
や
組
織
力
の
強
化
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て

い
る
「
小
規
模
企
業
基
本
法
（
仮
称
）」
の
早
期
制
定
に
向
け
、

一
致
団
結
し
て
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
一
層
の
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位

に
と
り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

全
国
商
工
会
連
合
会
　
会
長
　
石
澤
　
義
文
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平
成
24
年
９
月
28
日
に
商
工
会
中
期

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
大
窪

委
員
長
か
ら
商
工
連
矢
﨑
会
長
に
「
商

工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
答
申
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
34
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
商
工
会
・

商
工
連
の
目
指
す
姿
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　

概
要
を
説
明
し
ま
す
と
、
ま
ず
基
本

理
念
を
「
私
た
ち
は
、
地
域
の
商
工
業

者
を
全
力
で
支
援
し
ま
す
」
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
実
践
行
動
の
柱
は
、

経
営
支
援
体
制
を
大
き
く
変
革
す
る
こ

と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
基
礎
的
経
営

改
善
普
及
事
業
を
第
一
ス
テ
ー
ジ
と
位

置
付
け
し
、
更
に
高
度
な
案
件
に
つ
い

て
は
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
位
置
付
け
、「
地

域
グ
ル
ー
プ
」
の
複
数
の
経
営
指
導
員

等
で
支
援
し
ま
す
。
更
に
高
度
・
専
門

的
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
第
三
ス
テ
ー

ジ
と
位
置
付
け
て
、
今
後
組
織
化
さ
れ

る
「
専
門
分
野
グ
ル
ー
プ
」
の
経
営
指

導
員
や
専
門
家
が
更
に
支
援
に
加
わ
り

ま
す
。
併
せ
て
、
支
援
事
例
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
別
の
支
援
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

経
営
支
援
体
制
を
こ
の
よ
う
に
変
革

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
商
工
業
者
の
相

談
内
容
に
応
じ
高
度
専
門
的
な
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
策
定
の
過
程
で
「
経

営
力
強
化
支
援
法
」
が
８
月
30
日
に
施

行
さ
れ
、
県
内
で
も
税
理
士
、
金
融
機

関
等
が
新
た
な
支
援
機
関
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
支
援
機
関
が
互
い
に
競

い
合
う
と
い
う
時
代
の
潮
流
の
中
、
商

工
会
が
、
認
定
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
中
心
的
な
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、

商
工
連
は
、
県
下
70
商
工
会
を
包
括
し

て
、
支
援
機
関
と
し
て
の
認
定
申
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
月
20
日

（
火
）
松
本
市

「
松
本
東
急
イ

ン
」
に
お
い
て
、

レ
デ
ィ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
未
来
の
経
営
者
を
育
て
る
～

地
域
一
体
と
な
っ
た
人
材
育
成
に
向
け
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
近
年
、
商
工
業
者
数
の
減
少

や
後
継
者
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
商
工
会
女
性
部
と
し
て
何
が
出
来
る
の

か
を
考
え
る
た
め
、基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演

で
は
、「
未

来
を
羽
ば
た

く
子
ど
も
た

ち
に
贈
る
マ

ネ
ー
＆
キ
ャ

リ
ア
教
育

※
」
と
題
し

て
㈱
イ
ー
・

カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

で
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
八
木
陽
子
氏
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性
や
先
進
事
例
な
ど

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ

イ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
上
尚
子
氏
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
基
調
講
演
で
お
話
を

い
た
だ
い
た
八
木
陽
子
氏
、
県
産
業
政
策
課

長
石
原
秀
樹
氏
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教

学
指
導
課
主

任
指
導
主
事

海
沼
敦
氏
、

商
工
連
細
野

邦
俊
専
務
理

事
、
県
女
性

連
佐
々
木
悦
子
会
長
の
5
名
の
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
若
者
の

安
定
志
向
に
よ
る
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
（
中
小・

小
規
模
企
業
の
人
材
不

足
）
や
後
継
者
不
足
に

よ
る
廃
業
な
ど
の
課
題

が
出
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聴
講
し
、
地
域

の
人
材
育
成
に
商
工
会

女
性
部
が
関
わ
る
重
要

性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
レ
デ
ィ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
今
後
、
県

女
性
連
で
は
、
学
校
や

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、

子
供
た
ち
に
地
域
の
産

業
や
職
業
、
ま
た
経
営

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
…

　

�　

将
来
、
社
会
的
・
職
業
的
に
自
立
し
、
社
会
の
中
で
自

分
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実

現
す
る
た
め
の
力
を
育
て
る
教
育
を
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

と
い
い
、
経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
で
も
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

県女性連

挨拶をする
佐々木県女性連会長

講演をする八木陽子氏

パネルディスカッション
コーディネーターの
井上尚子氏

パネラーの皆さん（左から八木陽子氏、
石原秀樹県産業政策課長）

パネラーの皆さん（左から海沼敦主任指導主事、
細野邦俊専務理事、佐々木悦子県女性連会長）

県女性連レディースフォーラム2012 開催
「未来の経営者を育てる～地域一体となった人材育成に向けて～」

「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
答
申
の
内
容
」
と

「
経
営
力
強
化
支
援
法
の
認
定
」
に
つ
い
て

企
業
支
援
体
制
の
変
革
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赤
田
工
業
株
式
会
社
は
昭
和
39
年
設
立
。
溶

接
板
金
、
機
械
加
工
、
組
立
の
一
環
生
産
と
高

い
技
術
に
よ
っ
て
、
県
内
外
の
取
引
先
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

 　

製
造
設
備
は
、
大
物
五
面
加
工
機
、
門
型
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
高
精
度
大
型
加
工
機

や
業
界
に
先
駆
け
て
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
導
入

し
て
お
り
、
試
作
か
ら
完
成
品
製
造
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
17
年
に
、
経
営
体
質
を
下
請
け
か
ら
自

社
製
品
を
提
供
す
る
メ
ー
カ
ー
へ
転
換
展
開
す

る
た
め
の
経
営
革
新
計
画
を
取
得
し
、
製
造
装

置
に
使
わ
れ
る
フ
レ
ー
ム
・
架
台
、
真
空
タ
ン

ク
の
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
型
受
注
製
造
を
開
始
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
平
成
19
年
に
は
、
航
空
機
部
品

加
工
技
術
に
よ
る
経
営
革
新
計
画
を
取
得
し
て

い
ま
す

　
「
真
空
装
置
」
技
術
は
将
来
に
亙
っ
て
の
テ
ー

マ
と
な
っ
て
お
り
、当
社
が
製
造
す
る
真
空
チ
ャ

ン
バ
ー
は
電
子
顕
微
鏡
や
医
療
機
器
、
先
端
研

究
装
置
の
重
要
部
品
と
し
て
多
く
の
企
業
に
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
子
顕
微
鏡
は
国
内
も
の

づ
く
り
の
基
盤
技
術
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
国
内
立
地
の
促
進
に
基

づ
く
事
業
計
画
の
承
認
を
受
け
、
新
た
な
設
備

投
資
を
伴
う
大
幅
な
事
業
拡
大
に
取
り
組
む
計

画
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
特
徴
は
、
明
確
な
経
営
理
念
、
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
全
社
員
に
共
有
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

経
営
計
画
に
基
づ
く
年
間
計
画
が
各
部
門
ご

と
に
作
成
さ
れ
、年
２
回
の「
経
営
方
針
発
表
会
」

で
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
員
参
加
型
の

活
動
に
テ
ー
マ
と
役
割
が
与
え
ら
れ
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
活
動
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
で
は
全
社
員
に
技
能
検
定
な
ど
の

資
格
取
得
を
奨
励
し
て
お
り
、
資
格
取
得
率
は

社
員
の
80
％
に
及
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、
松
本

市
で
開
催
さ
れ
た
技
能
五
輪
全
国
大
会
で
は「
構

造
物
鉄
工
」
競
技
に
２
名
の
選
手
が
出
場
し
、

大
手
企
業
が
多
い
選
手
の
中
で
好
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

　

又
、
当
社
は
地
域
の
も
の
づ
く
り
人
材
の
育

成
に
も
積
極
的
に
係
わ
り
、
テ
ク
ノ
安
曇
野
高

瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
う
技
能
講
座
で
の
講
師
、

池
田
工
業
高
校
生
の「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」（
実

践
的
な
職
業
教
育
）
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

経
営
理
念
の
「
豊
か
な
社
会
創
り
に
人
材
と

製
品
を
通
し
て
貢
献
す
る
」
を
基
に
、「
必
要
と

さ
れ
る
企
業
で
あ
る
た
め
」
に
脈
々
と
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

代表取締役社長　赤田�弥寿文�氏

真空チャンバーと真空タンク

技能五輪全国大会（松本）の「構造物鉄工競技」に出場した
社員の小林裕也選手

講師を務める赤田社長：池田工業高校での技能講座

池田町商工会
赤田工業株式会社　（北安曇郡池田町）

代表取締役社長　赤田 弥寿文 氏

中小企業の新たな事業活動

我ら「鉄の料理人」
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　【
飯
綱
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
】

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
平
成
21

年
度
、
平
成
23
年

度
、
そ
し
て
今
年

度
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
い

て
は
、
予
算
規
模

が
昨
年
度
の
半
分

以
下
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、

2
割
の
プ
レ
ミ
ア

ム
を
付
け
額
面
６
、

０
０
０
円
（
５
０
０
円
券
12
枚
綴
り
）
の
商
品

券
1
冊
を
５
、０
０
０
円
と
し
、
1
世
帯
あ
た

り
３
０
、０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
総
数
４
、

５
０
０
冊
を
、
商
工
会
を
含
め
町
内
8
ヵ
所
で

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

使
用
で
き
る
期
間
は
7
月
2
日
の
販
売
か
ら

約
３
ヶ
月
間
の
9
月
30
日
ま
で
で
行
い
、
使
用

可
能
事
業
所
は
町
内
の
約
１
３
０
事
業
所
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
柄
、
車
を
使
え
ば
15
分
か
ら
20
分
く
ら

い
で
長
野
市
ま
で
行
け
て
し
ま
う
た
め
、
普
段

は
な
か
な
か
地
元
で
買
物
を
し
な
い
よ
う
な
方

で
も
2
割
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
く
と
お
得
感
が
増

し
、
7
月
2
日
の
販
売
開
始
か
ら
わ
ず
か
4
日

間
で
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

商
品
券
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

及
び
昨
年
度
と
は
発
行
総
額
は
異
な
る
の
で
す

が
、
毎
回
、
回
収
率
が
約
99
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
１
０
０
％
の
回
収
に
は
な
ら
な
い
も
の

の
、
利
用
者
に
は
大
変
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
普
段
あ
ま
り
地
元
の
事
業
所
を
利
用

し
な
い
方
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
知
っ
て
も
ら

う
に
は
大
変
意
義
が
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
や
た
ら
祭
り
】

　
「
や
た
ら
祭
り
」
は
、
8
月
1
目
か
ら
9
月

30
日
ま
で
の
2
ヶ
月
間
、
町
と
共
同
実
施
に
よ

り
実
施
し
ま
し
た
。

　
〝
や
た
ら
〟
と
は
、
こ
の
地
域
に
昔
か
ら
伝

わ
る
郷
土
食
で
、
な
す
、
き
ゅ
う
り
、
み
ょ
う

が
な
ど
の
身
近
な
夏
野
菜
と
大
根
の
み
そ
漬
け

を
細
か
く
刻
ん
で
混
ぜ
た
も
の
で
す
。
夏
の
食

欲
の
な
い
時
な
ど
で
も
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
栄
養
の
あ
る
料
理
で
す
。

　

ま
た
、〝
や
た
ら
〟
は
各
家
庭
な
ど
に
よ
り

使
う
食
材
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の

特
徴
が
出
ま
す
。
今
回
の
「
や
た
ら
祭
り
」
に

つ
い
て
は
、
町
内
の
飲
食
店
6
店
舗
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
〝
や
た
ら
〟
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
店
は
全
部
で
6
店
舗
9
品
目
で
す
。
町

と
共
同
で
行
っ
た
た
め
、
非
会
員
の
店
舗
も
あ

り
ま
し
た
が
、
祭
り
期
間
中
は
洋
風
、
和
風
、

イ
タ
リ
ア
ン
あ
り
…
と
、
各
店
思
考
を
凝
ら
し

た
様
々
な〝
や
た
ら
〟料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
期
間
終
了
後
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、客
数
、新
規
客
の
来
店
等
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
で
て
お
り
、
町
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
参
加
店
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
郷
士
食

〝
や
た
ら
〟
を
使
っ
た
町
の
活
性
化
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
建
設
分
科
会
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
】

　

町
内
に
建
設
関
係
事
業
者
を
Ｐ
Ｒ
し
、
受
注

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
毎
年

１
回
又
は
２
回
町
内
全
域
に
新
聞
折
込
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

Ａ
３
の
用
紙
に
会
員
名
簿
を
記
載
し
て
い
る

の
み
で
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が
少
な
い
。
と
の
意
見
が

あ
り
、
平
成
22
年
は
お
休
み
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
①
町
内
の
建
築
確
認
申
請

件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
②
下
請
け
受

注
は
低
単
価
・
現
場
が
遠
方
で
あ
る
こ
と
も
多

く
採
算
が
と
り
に
く
い
こ
と
、
③
Ｉ
Ｔ
の
普
及

に
よ
り
低
コ
ス
ト
で
情
報
発
信
が
で
き
る
こ
と
、

を
踏
ま
え
、「
付
加
価
値
を
高
め
る
に
は
事
業

者
が
直
接
受
注
す
る
チ
ャ
ネ
ル
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
長
野
・
北
信
支
部

広
域
協
議
会
で
視
察
に
訪
れ
た
「
葉
山
町
商
工

会
」
の
チ
ラ
シ
を
参
考
に
し
て
、
再
発
行
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
飯
綱
町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の

紹
介
記
事
、
携
帯
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に

す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
掲
載
な
ど
、
地
域
住
民
の

皆
様
に
も
有
意
義
な
情
報
の
提
供
を
心
掛
け
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
域
住
民
と
事
業
者
と
の
情
報

の
非
対
称
性
に
配
慮
し
、
信
頼
を
得

や
す
い
チ

ラ
シ
の
制

作
に
向
け

て
準
備
中

で
す
。

飯綱町商工会

Shokokai
NOW!

北信 Vol.90

飯
綱
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
及
び
「
や
た

ら
祭
り
」
に
よ
る
地
域
振
興

 
商
工
会
は
い
ま
─
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昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
電
力
の
削
減
等
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
環
境
経
営
か
ら｢
環
境
は

儲
か
る｣

へ
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
企
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
経
営
改
善
手
法
に
環
境
視
点
を
加
え
た
経
営
改
善

手
法
に
つ
い
て
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
致
し
ま
す
。

１�

．
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
（
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
）

手
法
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
５
１
：
２
０
１
１
）

　

 　

企
業
の
生
産
工
程
を
物
量（
マ
テ
リ
ア
ル
）と
金
額（
コ

ス
ト
）
の
両
面
か
ら
測
定
し
て
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ム

ダ
を
管
理
し
ま
す
。
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
で
は
、
設
計
、
仕
入
れ
か

ら
生
産
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
企
業
活
動
全
体
で

改
善
ポ
イ
ン
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
導
入
事
例

　

 　

Ｓ
社
は
社
員
14
名
で
主
に
デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
部
品
実
装
、

基
板
実
装
後
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
大
き
い
デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
部
品

の
は
ん
だ
付
け
工
程
に
注
目
し
て
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
　
（
１
）
は
ん
だ
付
け
工
程

　
　
　

 　

生
産
工
程
は
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に
電
子
部
品
の

デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
部
品
を
作
業
員
が
プ
リ
ン
ト
基
板

に
実
装
し
ま
す
。
次
に
実
装
後
の
プ
リ
ン
ト
基
板
を

自
動
は
ん
だ
槽
装
置
に
よ
り
は
ん
だ
付
け
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
（
２
）
ロ
ス
の
定
量
化

　
　
　

 　

デ
ー
タ
採
取
項
目
と
し
て
基
板
に
付
着
す
る
は
ん

だ
の
重
量
、
酸
化
し
た
は
ん
だ
の
重
量
、
使
用
電
力

と
し
ま
し
た
。
は
ん
だ
の
入
出
力
と
電
気
量
の
測
定

を
行
い
整
理
し
ま
し
た
。（
図
１
）

　
　
（
３
）
改
善
の
着
眼
点

　
　
　

 　

廃
棄
物
で
は
、
酸
化
は
ん
だ
を
分
離
処
理
し
て
は

ん
だ
槽
に
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
約
60
％
を

削
減
で
き
ま
し
た
。
は
ん
だ
槽
の
放
熱
を
抑
え
る
方

法
と
し
て
断
熱
材
で
覆
い
、
保
温
性
を
高
め
ま
す
。

保
温
時
の
ダ
ク
ト
吸
収
量
を
抑
え
、
ム
ダ
な
放
熱
を

防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
電
気
量
の
約
50
％
削
減
と
立
上

げ
時
の
約
90
％
が
削
減
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。（
図
２
）

注
） 

Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
関
し
て
の
参
考
サ
イ
ト
：

http://w
w

w
.jm

ac.co.jp/m
fca/

ONE POINT ADVICE

経営

環
境
は
儲
か
る

　

環
境
視
点
か
ら
の

　
　

経
営
改
善
手
法
（
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
）

有
限
会
社
エ
ス
エ
ム
エ
ス
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

代
表
取
締
役

中
小
企
業
診
断
士関　

信
一 

氏
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今
回
、
商
工
連
な
が
の
の
原
稿
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
く
に

あ
た
っ
て
、
テ
ー
マ
は
中
小
企
業
者
に
と
っ
て
役
に
立
つ
情

報
を
と
の
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
テ
ー

マ
は
、「
債
権
の
管
理
」
と
し
、
少
し
で
も
皆
様
の
ご
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

債
権
管
理
の
基
本
事
項
は
、
大
き
く
い
う
と
次
の
３
つ
に

ま
と
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
取
引
先
の
信
用
調
査
を
徹
底
す
る
こ
と
、
②
取
引
先
と

契
約
（
書
）
を
締
結
し
、
取
引
条
件
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、

債
権
保
全
条
項
を
き
ち
ん
と
定
め
て
お
く
こ
と
、
③
担
保
を

と
る
こ
と
。

１　

信
用
調
査
に
つ
い
て

　

 　

取
引
先
が
倒
産
し
て
か
ら
回
収
す
る
の
は
労
力
と
費
用

が
か
か
り
、
非
常
に
困
難
で
す
。
倒
産
す
る
よ
う
な
取
引

先
と
の
取
引
は
可
能
な
限
り
避
け
る
べ
き
で
す
。

　

 　

そ
の
た
め
に
は
、
取
引
先
と
取
引
を
始
め
る
前
に
あ
ら

か
じ
め
信
用
力
の
あ
る
取
引
先
か
よ
く
調
査
す
る
こ
と
で

す
。
調
査
内
容
と
し
て
は
、
誰
で
も
閲
覧
可
能
な
商
業
登

記
の
登
記
事
項
証
明
書
を
確
認
し
て
、
商
号
・
本
店
等
の

主
た
る
事
務
所
・
事
業
目
的
・
資
本
金
・
設
立
年
月
日
・

役
員
・
代
表
者
の
住
所
及
び
氏
名
・
共
同
代
表
の
定
め
・

支
店
等
を
確
認
す
る
他
、
定
款
・
会
社
経
歴
書
・
カ
タ
ロ

グ
等
を
相
手
方
か
ら
提
供
を
受
け
、
出
資
者
（
株
主
等
）・

役
員
の
構
成
と
経
歴
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
主
要
取
引
金
融
機
関
・
主
要
取
引
先
等
と

の
取
引
内
容
を
確
認
し
た
り
、
代
表
者
、
経
営
陣
の
資
質

能
力
・
営
業
方
法
・
実
績
・
景
気
動
向
の
確
認
・
事
務
所
・

工
場
・
倉
庫
・
従
業
員
・
合
理
化
等
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
も
有
益
で
す
。
そ
の
際
、
取
引
先
の
協
力
を
得
ず
、

か
つ
知
ら
れ
な
い
で
資
産
状
況
を
調
査
す
る
方
法
と
し
て
、

不
動
産
登
記
の
登
記
事
項
証
明
書
を
確
認
し
て
、
取
引
会

社
並
び
に
代
表
者
・
役
員
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
担

保
の
設
定
状
況
等
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

２　

契
約
書
等
書
類
に
よ
る
債
権
管
理

　

 　

契
約
は
口
頭
で
も
成
立
し
ま
す
。
し
か
し
、「
言
っ
た
」

「
言
わ
な
い
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
必
ず
書
面

化
す
べ
き
で
す
。
書
面
化
す
る
の
は
、
契
約
成
立
の
事
実

及
び
そ
の
内
容
を
そ
の
書
面

だ
け
で
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
で
、

有
無
を
い
わ
せ
ぬ

証
拠
力
を
持
ち

ま
す
。
契
約
書

の
書
式
の
方

式
は
、
当
事

者
全
員
が
調

印
す
る
も
の

と
、
一
方
当

事
者
が
他
方
に

差
し
入
れ
る
方

式
（
注
文
書
／
注

文
請
書
、
差
入
れ
書

等
）
と
が
あ
り
、「
契
約
書
」「
覚
書
」「
念
書
」
等
、
法

的
拘
束
力
に
つ
い
て
、
表
題
で
差
は
な
く
、
内
容
に
よ
っ

て
拘
束
力
を
う
け
ま
す
。
後
日
無
効
や
取
消
を
主
張
さ
れ

な
い
よ
う
調
印
者
の
契
約
締
結
権
限
を
確
認
す
る
こ
と
は

必
要
で
す
。

　

 　

契
約
書
が
あ
っ
て
も
当
事
者
間
で
有
効
・
無
効
が
争
わ

れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
特
に
重
要
な
契
約
に
つ
い
て
は
、

公
正
証
書
を
作
成
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
公
正
証
書
の

作
成
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
金
銭
消
費
貸
借
等
は
、

特
に
債
務
の
弁
済
に
強
制
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
「
執
行

認
諾
文
言
付
き
ー
本
証
書
記
載
の
金
銭
債
務
を
履
行
し
な

い
時
は
、
直
ち
に
強
制
執
行
に
服
す
る
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

債
務
者
が
債
務
不
履
行
を
し
た
時
、
判
決
と
同
様
に
債
務

名
義
（
債
務
者
の
債
務
の
存
在
を
公
証
す
る
も
の
。
確
定

判
決
、
和
解
調
書
等
）
を
有
し
て
い
る
の
で
、
債
務
者
の

所
有
財
産
に
差
押
え
が
で
き
債
務
者
と
し
て
は
大
い
に
脅

威
を
感
じ
ま
す
（
債
務
名
義
が
な
け
れ
ば
仮
差
押
え
し
か

で
き
ま
せ
ん
。）。

３　

担
保
を
と
る
こ
と

　

 　

担
保
の
必
要
性
は
、
債
権
回
収
の
最
後
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
担
保
の
種
類
と
し
て
は
、
保
証
・

連
帯
保
証
・
留
置
権
・
抵
当
権
・
質
権
・
譲
渡
担
保
・
所

有
権
留
保
等
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

紙
面
の
都
合
上
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
の
説
明
は
省
き
ま
す

が
、
特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
保
証
・
連
帯

保
証
に
お
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
か
な
ら
ず
、

保
証
人
自
身
に
保
証
意
思
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際

に
署
名
・
な
つ
印
す
る
の
を
確
認
し
、
実
印
を
使
用
し
て

も
ら
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ONE POINT ADVICE

法律

債
権
の
管
理
に
つ
い
て

髙
野
尾
法
律
事
務
所

弁
護
士　

髙
野
尾 

三
穂 

氏



　

昭
和
25
年
開
業
の
酒
類
小
売
店
を
営
み
な

が
ら
、地
元
戸
倉
の
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
発
行
団
体
「
て
ん
ぐ
カ
ー
ド
会
」
の
理
事

長
を
平
成
16
年
か
ら
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
に
幾
多
数
多
の
ス
タ
ン
プ
会
が
存
在

し
ま
す
が
、
そ
の
大
半
が
今
後
の
事
業
展
開

に
黄
色
信
号
が
灯
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
加
盟
店
の
減
少
、
大
型

店
と
の
競
合
、
財
務
状
況
の
悪
化
、
Ｔ
ポ
イ

ン
ト
や
Ｅ
ｄ
ｙ
な
ど
の
他
業
種
他
店
舗
提
携

に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
や
電
子
マ
ネ
ー

の
乱
立
な
ど
、
問
題
は
山
積
み
で
あ
り
、
当

会
も
多
分
に
漏
れ
ず
そ
の
山
積
し
た
問
題
に

飲
み
込
ま
れ
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
地
域
の
一
ス
タ
ン
プ
会
が
ク
リ
ア
す

る
こ
と
な
ど
も
は
や
至
難
の
業
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
当
会
は
、
平
成
８
年
に
そ
れ
ま
で

の
〝
貼
る
〟
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
を
止
め
、
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
導
入
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
際
、
マ
ス
コ
ッ
ト
的

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
り
、
よ
り
一
層
お

客
様
方
に
愛
着
が
湧
く
よ
う
、
戸
倉
キ
テ
ィ

パ
ー
ク
に
そ
び
え
立
つ
「
千
曲
天
狗
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
案
し
、

会
の
名
称
も
「
て
ん
ぐ
カ
ー
ド
会
」
に
変
更

し
ま
し
た
。

　

新
た
な
船
出
を
飾
っ
た
当
時
の
加
盟
店
数

は
30
店
、
ポ
イ
ン
ト
の
売
上
も
順
調
に
伸
び
、

ま
さ
に
順
風
満
帆
？
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

平
成
13
年
を
境
に
ポ
イ
ン
ト
売
上
は
下
降
を

続
け
、
現
在
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
、
加

盟
店
数
も
21
店
に
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

売
上
が
下
が
っ
て
い
く
一
方
で
も
、
こ
こ

数
年
は
時
流
と
話
題
性
を
織
り
交
ぜ
、
て
ん

ぐ
カ
ー
ド
利
用
者
と
非
利
用
者
と
の
徹
底
し

た
差
別
化
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
が
高
騰
し
た
際
に

満
点
カ
ー
ド
３
枚
（
１
枚
の
満
点
カ
ー
ド
は

５
０
０
円
の
金
券
）
で
ガ
ソ
リ
ン
10
ℓ
券
と

交
換
（
約
３
５
０
円
お
得
）
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
や
、加
盟
店
で
の
お
買
い
物
時
に
満
点
カ
ー

ド
１
枚
を
使
用
す
る
と
、
各
加
盟
店
で
３
、

０
０
０
円
分
の
利
用
が
で
き
る
商
品
券
が
貰

え
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト

（
一
加
盟
店
で
利
用
で
き
る
上
限
は
１
、

０
０
０
円
分
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
発
行
は
値
引
き
の
一
部
で
あ

り
、
お
客
様
は
買
い
物
を
し
た
時
点
で
は
そ

の
付
加
価
値
を
感
じ
に
く
い
の
が
現
実
で
す
。

そ
こ
で
、
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
原
点
で
も
あ
る

「
貯
め
て
得
す
る
」
に
イ
ベ
ン
ト
を
特
化
さ
せ
、

実
施
時
に
非
常
に
大
き
な
満
足
感
を
お
客
様

に
与
え
る
こ
と
こ
そ
が
各
加
盟
店
、
て
ん
ぐ

カ
ー
ド
会
の
生
き
残
る
道
の
１
つ
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。
黙
っ
て
い
て
も
客
が
来
る
、

そ
ん
な
時
代
は
遠
い
昔
の
話
で
あ
り
ま
す
。

コ
ア
な
お
客
様
が
い
る
限
り
、
今
日
も
知
恵

を
絞
っ
て
い
ま
す
。

お
得
意
様
へ
の
感
謝
を
形
に

～
利
用
者
だ
け
が
得
を
す
る
～

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。
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付書）で納付します。
２　源泉徴収すべき所得税及び復興特別所得税の額
　�　源泉徴収すべき復興特別所得税の額は、源泉徴収すべき所得税の額の2.1％相当額とされており、復興特別所得税は、所得
税の源泉徴収の際に併せて源泉徴収することとされています。
　　支払金額等　×　合計税率（％）　　＝　　源泉徴収すべき所得税及び復興特別所得税の額
　　合計税率（％）＝所得税率（％）×102.1%
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平
成
24
年
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
か
ら
25

日
（
日
）
の
３
日
間
、
東
京・池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
に
て
全
国
商
工
会
連
合
会
主
催

「
地
域
力
宣
言
２
０
１
２　

ニ
ッ
ポ
ン
全
国

物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
は
、
地
域
産
品
販

路
開
拓
支
援
基
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全

国
に
お
け
る
地
域
資
源
等
を
活
用
し
て
開
発

さ
れ
た
特
産
品
を
中
心
に
、
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
産
品
を
一
堂
に
集
め
、
そ
の
成

果
普
及
や

関
係
者
の

情
報
交
換

を
積
極
的

に
行
う
と

と
も
に
、

各
地
の
観

光
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
産

業
お
こ
し

に
よ
る
地

域
経
済
の

活
性
化
、
自

立
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
各
地

か
ら
３
６
１

事
業
者
が
参

加
。
昨
年
に

引
き
続
き
、

「
東
北
復
興

支
援
」と「
全

国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
同
時
開

催
。「
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

に
は
、
松
本
荻
原
製
菓
有
限
会
社
（
安
曇
野

市
）
が
出
展
し
、「
と
ろ
け
る
り
ん
ご
シ
ョ

コ
ラ
」
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
来
場
者
と

出
展
者
が
材
料
や
製
法
、
思
い
入
れ
な
ど
こ

だ
わ
り
を
ゆ
っ
く
り
と
話
な
が
ら
見
回
れ
る

環
境
づ
く
り
と
全
国
の
工
芸
品
の
認
知
度
を

促
す
目
的
と
し
て
、

非
食
品
を
一
つ
の

場
所
に
集
め
た

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国

〝
匠
〟
横
丁
」
も

同
時
開
催
し
、
南

木
曽
ろ
く
ろ
工
芸

協
同
組
合
（
南
木

曽
）、
楯
木
工
製

作
所
・
有
限
会
社

ニ
セ
ン
工
芸
（
南

木
曽
）
が
出
展
し

ま
し
た
。

　

県
ブ
ー
ス
で
は
、

有
限
会
社
高
原
牧
場
（
長
和
町
）、
株
式
会

社
竹
内
農
産
（
長
和
町
）、
白
馬
サ
ン
プ
ソ

ン
フ
ァ
ー
ム
（
白
馬
）
が
、
地
域
の
特
産
品

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
連
も
長
野
県
観
光
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
お
出
か
け
食
べ
ル
ー
ト

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
来
場
者
へ
の
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
３
日
間
累
計
約
14
万
人
に
の
ぼ

り
、
大
盛
況
で
し
た
。

MESSAGE BOARD

長野県ブースの様子

ニッポン全国“匠”横丁

多くの人で賑った「全国ご当地おやつランキング」

長野県観光パワーアップ事業紹介コーナー

全国物産展

「お取り寄せニッポン全国物産展」開設
　全国から集まった美味と良品をお取り
寄せできるポータルサイト。ニッポン全
国物産展の出品商品をメインに、全国の
特産品やスイーツ、工芸品などを掲載。
３月31日まで。
http://www.otoriyose.shokokai.or.jp/

　　

平成24年度秋の叙勲
鈴木坂城町商工会長が
旭日単光章を受章
　坂城町商工会長の鈴木会長が、長年
の功績を讃えられ、旭日単光章を受章
されました。おめでとうございます。

鈴木　秀典　氏
（坂城町商工会長、商工連副会長）

受章・表彰のお知らせ
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真
田
氏
の
発
祥
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
謎

が
多
い
が
、
現
上
田
市
真
田
地
域
を
本
拠
地
に

東
信
濃
の
名
門
、
海
野
氏
の
流
れ
を
く
む
と
い

わ
れ
て
い
る
。
天
文
10
（
１
５
４
１
）
年
、
武

田
、
村
上
氏
ら
と
海
野
氏
と
の
間
で
起
こ
っ
た

「
海
野
平
の
合
戦
」
に
破
れ
た
真
田
幸
隆
は
、

真
田
の
地
を
追
わ
れ
上
野
（
現
群
馬
県
）
へ
落

ち
の
び
た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
し
て
武
田
信

玄
の
配
下
と
な
る
。

　

武
田
信
玄
の
度
重
な
る
信
濃
攻
略
も
天
文
17

（
１
５
４
８
）
年
の
「
上
田
原
の
合
戦
」
及
び

天
文
19
（
１
５
５
０
）
年
の
「
砥
石
・
米
山
城
」

へ
の
攻
撃
で
も
、
小
県
に
勢
力
を
持
つ
村
上
義

清
を
討
つ
こ
と
が
出
来
ず
信
玄
の
数
少
な
い
敗

戦
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
な
状

況
の
中
翌
年
の
天
文
20
（
１
５
５
１
）
年
、
幸

隆
は
難
攻
不
落
の
砥
石
城
の
乗
っ
取
り
に
成
功

す
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

得
意
の
調
略
（
工
作
）
に
よ
っ
て
内
部
か
ら
切

り
崩
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
こ
の
活
躍
に
よ
り
「
海
野
平
の
合
戦
」

で
失
っ
た
本
領
の
真
田
地
方
を
再
び
手
中
に
し
、

よ
う
や
く
故
郷
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
こ
の
あ
と
、
幸
隆
は
武
田
軍
の
先
方
と
し

て
、
上
杉
謙
信
と
の
「
川
中
島
の
合
戦
」
や
上

野
攻
め
で
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

幸
隆
の
あ
と
、天
正
３
（
１
５
７
５
）
年
「
長

篠
の
合
戦
」
に
て
長
男
信
綱
と
次
男
昌
輝
が
相

次
い
で
戦
死
。
急
き
ょ
三
男
の
昌
幸
が
家
督
を

継
ぎ
ま
す
。
武
田
信
玄
の
死
後
、
武
田
家
が
滅

亡
す
る
と
わ
ず
か
一
年
の
間
に
織
田
、
北
条
、

徳
川
と
情
勢
に
応
じ
主
君
を
変
え
る
な
ど
、
巧

み
な
外
交
戦
術
に
よ
り
領
土
を
拡
大
す
る
一
方

で
上
田
城
を
築
く
な
ど
、
戦
国
大
名
と
し
て
の

地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。
家
康

か
ら
真
田
領
上
野
沼
田
の
引
き
渡
し
を
迫
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
を
拒
絶
し
、
昌
幸
は
次
男
（
幸

村
）
を
上
杉
景
勝
の
も
と
に
人
質
と
し
て
差
出

し
、
自
ら
は
上
田
城
に
籠
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

天
正
13
（
１
５
８
５
）
年
、
家
康
は
昌
幸
を
討

伐
す
る
た
め
上
田
に
大
軍
を
差
し
向
け
、
徳
川

軍
７
０
０
０
人
に
対
し
、
迎
え
撃
つ
真
田
軍
は

２
、０
０
０
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
第
一
次

上
田
合
戦
」
で
、
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
激
し

い
戦
い
が
展
開
さ
れ
る
も
落
城
に
至
ら
ず
徳
川

軍
は
撤
退
。
こ
れ
は
真
田
の
武
名
を
天
下
に
知

ら
し
め
た
戦
い
と
な
っ
た
。

　

豊
臣
秀
吉
亡
き
後
、
天
下
の
覇
者
を
決
め
る

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年
の
「
関
ヶ
原
の
合
戦
」

で
は
、
昌
幸
と
次
男
の
幸
村
は
西
軍
へ
、
長
男

信
之
は
東
軍
へ
そ
れ
ぞ
れ
属
し
た
。
関
ヶ
原
へ

向
け
て
徳
川
軍
が
中
山
道
を
西
進
し
た
際
、
昌

幸
は
足
止
め
を
く
ら
わ
せ
よ
う
と
、
降
伏
す
る

様
子
を
見
せ
な
が
ら
上
田
城
に
籠
城
し
戦
っ
た
。

こ
れ
が
「
第
二
次
上
田
合
戦
」
で
徳
川
軍

３
８
、０
０
０
人
に
対
し
て
軍
事
力
の
差
で
圧

倒
的
に
不
利
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
徳
川

軍
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
し
て
も
大
軍
を
破
っ
た
昌
幸
は
、
再
び
真

田
の
武
名
を
天
下
に
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

徳
川
家
康
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
「
関
ヶ
原
の

合
戦
」
の
の
ち
、
昌
幸
と
幸
村
父
子
は
信
之
に

よ
る
助
命
嘆
願
の
結
果
、高
野
山
の
九
度
山（
現

和
歌
山
県
）
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
昌
幸
は
、
慶

長
16
（
１
６
１
１
）
年
、
九
度
山
に
て
病
没
。

ま
た
幸
村
は
慶
長
19
（
１
６
１
４
）
年
、
徳
川

家
康
と
豊
臣
秀
頼
の
対
決
を
前
に
大
阪
城
へ
入

城
し
、「
冬
の
陣
」
で
大
活
躍
を
す
る
も
翌
年

の
「
夏
の
陣
」
で
家
康
を
追
い
つ
め
る
も
戦
死
。

徳
川
方
か
ら
「
真
田
日
本
一
の
兵
（
さ
な
だ
ひ

の
も
と
い
ち
の
つ
わ
も
の
）」
と
称
賛
さ
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
昌
幸
に
代
わ
り
上
田
を
お
さ
め
て
い

た
の
は
長
男
の
信
之
で
あ
っ
た
。
元
和
８

（
１
６
２
２
）
年
、
松
代
へ
の
国
替
え
を
命
じ

ら
れ
、
真
田
家
に
よ
る
約
40
年
に
わ
た
っ
た
上

田
で
の
歴
史
は
終
わ
っ
た
が
、
松
代
の
地
で
明

治
ま
で
十
代
続
き
真
田
十
万
石
と
し
て
そ
の
家

名
は
存
続
し
た
。

　

平
成
23
年
に
、
真
田
町
商
工
会
青
年
部
で
は

こ
の
真
田
三
代
に
わ
た
る
壮
大
な
る
真
田
一
族

の
戦
国
ロ
マ
ン
を
題
材
と
し
た
「
真
田
三
代
歴

史
検
定
初
級
試
験
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
多
く
の
方
が
受
験
に
来
ら
れ
て
、
そ
の

模
様
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
大

き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
24
年
に
は
、
初
級
合
格
者
を
対
象
と
し
た
上

級
試
験
も
実
施
し
て
、
現
在
初
級
試
験
を
５
回

と
上
級
試
験
を
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
か
ら
は
大
手
出
版
会
社
の
日
本
出
版
社
と

連
携
し
て
全
国
展
開
も
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
「
真
田
一
族
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
認
知

の
向
上
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

乱
世
を
生
き
抜
い
た
真
田
三
代

　
　
幸
隆
、昌
幸
、信
之･

幸
村

Vol.4
真田町商工会

真田氏歴史館　鎧 -3点複製

真田氏発祥の郷の碑

信
綱

昌
輝

昌
幸

信
尹

高
勝

信
之

幸
村

信
勝

昌
親

大
助

大
八

信
吉

信
政

信
重

幸
隆



平
成
25
年
1
月
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日
発
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Ｏ
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５
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発
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長
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０
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０
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６
長
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２
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２
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３
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※業務災害保険は、全国商工会連合会を契約者とする商工会会員向け一般傷害保険となります。
ご加入の商工会より代理店または引受保険会社をご紹介します。商品説明・保険料
試算・加入手続きは取扱代理店にて行ないます。

ご不明な点がありましたら代理店または引受保険会社「東京海上日動火災保険株式
会社」「株式会社損害保険ジャパン」までお問い合わせください。
また、ご加入にあたっては、必ず代理店からお渡しする「重要事項説明」等をよくお読みください。

お問い合わせはご加入の商工会へ・取扱代理店をご紹介します

商工会の業務災害保険

引受会社：東京海上日動火災保険株式会社　株式会社損害保険ジャパン

商工会の業務災害保険は、次の2つの補償がセットされた、
万が一の「労働災害」から企業を守る保険です。

＊引受会社により、保険料、補償範囲等が若干異なる箇所がありますので、必ずご確認ください。

従業員が業務上の事故によるケガで死亡・後
遺障害が生じた場合の補償です。

労災事故により、従業員やその遺族などから企
業が訴えられた場合の訴訟費用・法律上の賠
償責任などに対する補償です。

従業員向けの災害補償

企業向けの使用者賠償責任補償

プラス

2012年5月作成 12-T-01029

企業の法律上の賠償責任を
最大1名あたり3億円
1災害あたり5億円まで補償します！

2

通勤途上を含む業務上の事故による
死亡・後遺障害を補償します！1

建設業の場合、経営事項審査の
加点対象（15ポイント）となります！4

保険料は
売上高等と業種に基づいて算出！3 （会社単位で加入）

業
務
災
害
保
険
の
特
長

 信州匠選 選定品のご紹介
　本会が行う信州匠選事業は、県内でとれる産物を使った商品を特産品として販売・消
費することにより、地域活性化を推進することを目的として、長野県産の材料を30％
以上使ったものだけを認定しています。

信州匠選URL：http://www.nagano-sci.or.jp/takumisen/

■くみあい杜仲茶
■これが杜仲茶
■グリーン杜仲茶
　『くみあい杜仲茶』は
1981年（昭和56年）に
信州伊那谷箕輪の地で「仙
命茶」の名称で誕生した
日本初の杜仲茶です。そ
の後の度々の杜仲茶ブー
ムにも国産原料にこだわ
り続け、安全で安心な商
品をお届けしています。

〒399-4601  上伊那郡箕輪町大字中箕輪2132番地27
TEL0265-70-7815

〒399-4301  上伊那郡宮田村6689番地１
TEL0265-85-2086

株式会社サンメクス株式会社マスダ

■豆腐
■大豆どーなつ
　地元産大豆を100％
使用し、こだわり抜いた
製法で「本当のとうふ」
をめざしました。


